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昨
年
末
に
近
所
の
人
か

ら
無
農
薬
だ
よ
と
柿
と

柚
子
を
も
ら
っ
た
。
柿

は
、
干
し
柿
に
す
れ
ば
よ
い
よ
と

手
順
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
▼
柚

子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
ジ
ャ
ム
に
し
て
み
た
が
、
思
っ

て
い
た
よ
り
は
簡
単
に
で
き
、
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

▼
し
か
し
、
最
近
は
冷
凍
食
品
に

農
薬
が
入
っ
て
い
た
り
、
カ
ル
キ

臭
い
和
菓
子
が
あ
っ
た
り
と
相
変

わ
ら
ず
加
工
食
品
で
問
題
が
出
て

い
る
。
特
に
カ
ル
キ
臭
い
原
因
は

輸
入
の
加
工
イ
ン
ゲ
ン
豆
に
入
っ

て
い
た
水
道
水
の
カ
ル
キ
臭
と
同

じ
成
分
で
人
体
に
有
害
な
化
学
物

質
「
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
」
だ
っ

た
の
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
▼
ま

た
、
豆
と
い
え
ば
大
豆
は
、
95
％

が
輸
入
な
の
に
豆
腐
や
納
豆
に
国

産
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
わ

け
を
調
べ
て
み
た
ら
国
産
品
が
50

％
以
上
あ
れ
ば
国
産
と
表
示
し
て

よ
い
と
農
水
省
、
厚
生
省
も
認
め

て
い
る
た
め
と
わ
か
っ
た
。
▼
し

か
も
輸
入
品
の
約
60
％
が
遺
伝
子

組
み
換
え
大
豆
で
、
こ
ち
ら
は
豆

腐
や
納
豆
に
遺
伝
子
組
み
換
え
表

示
義
務
が
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
ど

こ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
調
べ
た

ら
、
大
豆
油
と
し
て
主
に
サ
ラ
ダ

油
に
使
わ
れ
て
い
た
。
食
用
油
に

は
遺
伝
子
組
み
換
え
の
表
示
義
務

が
な
い
た
め
だ
そ
う
だ
、
納
得
。

▼
し
か
も
現
在
交
渉
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
ア
メ
リ
カ
に
遺
伝
子
組
み
換

え
表
示
義
務
が
な
い
た
め
、
非
関

税
障
壁
と
し
て
表
示
義
務
が
な
く

な
る
と
豆
腐
や
納
豆
に
使
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
食
の
安
全
が
お

び
や
か
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
絶
対

反
対
し
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

梅

花言葉：厳しい美しさ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。

今
春
闘
に
高
ま
る
期
待

今
、
職
場
か
ら
は
「
会
社
の

業
績
改
善
を
株
主
配
当
だ
け

で
は
な
し
に
従
業
員
へ
も
還

元
し
て
ほ
し
い
」
「
派
遣
・

契
約
社
員
も
重
要
な
戦
力
と

し
て
仕
事
を
担
っ
て
い
る
の

で
、
時
給
と
待
遇
の
改
善
を
」

「
グ
レ
ー
ド
制
で
頑
張
っ
た

だ
け
給
料
が
上
が
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
な
か
な
か
上
が

ら
な
い
。
特
定
の
人
だ
け
で

は
な
し
に
一
律
に
上
げ
て
ほ

し
い
」
「
こ
れ
ま
で
リ
ス
ト

ラ
続
き
で
、
家
族
に
も
不
安

と
我
慢
を
さ
せ
て
き
た
。
何

と
か
報
い
て
ほ
し
い
」
な
ど

な
ど
、
今
春
闘
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

家
計
負
担
が
目
白
押
し

い
ま
消
費
者
物
価
が
７
カ

月
連
続
し
て
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
の
上
に
消
費
税
が
８

％
に
な
る
４
月
を
迎
え
た
ら
、

生
活
は
深
刻
な
打
撃
を
う
け

ま
す
。
従
業
員
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
、
日
本
経
済
を

「
デ
フ
レ
不
況
」
か
ら
立
ち

直
ら
せ
る
た
め
に
も
、
賃
上

げ
は
大
義
あ
る
重
要
な
課
題

で
す
。

労
働
法
制
改
悪
を

許
さ
な
い

今
春
闘
の
も
う
一
つ
の
課

題
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
労

働
法
制
の
改
悪
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
で
す
。
勤
務
地
な

ど
を
限
定
し
た
低
賃
金
の
限

定
社
員
づ
く
り
、
残
業
代
な

し
で
長
時
間
働
か
せ
る
裁
量

労
働
制
の
拡
大
、
派
遣
法
の

「
正
社
員
の
代
替
え
防
止
」

の
基
本
原
則
を
や
め
派
遣
労

働
を
全
面
解
禁
す
る
こ
と
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
も
重
要

で
す
。

家計負担は増すばかり…

消費税も５%から８%へ、生活用品の値上げ、厚生

年金保険料の値上げ 、高校授業料無償化を廃止・

所得制限を導入、年金支給額を１%減額…などなど

目白押しです。

ＯＫＩの内部留保金（溜め込み金）の推移
ＯＫＩ単独で１１２８万円／一人当たり、ＯＫＩグループでも

１９２万円／一人当たりになっています。

＊内部留保金＝資本剰余金＋利益剰余金＋退職引当金とした。

内
部
留
保
金
（
溜
め
込
み
金
）
の

一
部
を
活
用
す
る
だ
け
で
賃
上
げ
は
可
能
で
す
。

非正規社員の時給と待遇を改善を！

一時金も５か月欲しい！

再建協力金を早く返して！



格付け
AAA
AA

A
BBB
BB
B
CCC
CC

D

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ４ 年 ２ 月 第 ３ ０ ７ 号

債
務
履
行
能
力

格
付
け
一
段
階
引
き
上
げ

Ａ
Ｔ
Ｍ
事
業
が
好
調
な
事
と
、

プ
リ
ン
タ
ー
事
業
の
構
造
改
革
が

進
ん
だ
こ
と
を
反
映
さ
せ
て
、
格

付
け
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
＆

Ｉ
）
は
１
月
１
４
日
に
Ｏ
Ｋ
Ｉ

の
格
付
け
を
ダ
ブ
ル
Ｂ
マ
イ
ナ

ス
（
Ｂ
Ｂ
マ
イ
ナ
ス
）
か
ら
ダ
ブ

ル
Ｂ
（
Ｂ
Ｂ
）
に
引
き
上
げ
た
。

１
２
年
９
月
に
ス
ペ
イ
ン
子
会

社
の
不
適
切
な
会
計
処
理
な
ど
を

理
由
に
Ｂ
Ｂ
プ
ラ
ス
か
ら
Ｂ
Ｂ
マ

イ
ナ
ス
に
２
段
階
格
下
げ
さ
れ
て

い
た
が
、
一
段
階
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
に
な
る
。

参
考
：
長
期
債
の
格
付
け
９
８
年

は
Ａ
マ
イ
ナ
ス

《
Ｒ
＆
Ｉ
格
付
け
》
Ａ
Ａ
Ａ
が

最
上
位
。
Ａ
Ａ
格
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｃ
格

に
は
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
の
符
号

が
付
き
３
区
分
さ
れ
る
。

Ｂ
Ｂ
＝
信
用
力
に
当
面
問
題
な
い

が
、
将
来
環
境
が
変
化
す
る
場
合
、

十
分
注
意
す
べ
き
要
素
が
あ
る
。

年
始
式
に
は
派
遣
社
員
も

参
加
さ
せ
て
ほ
し
い

【
群
馬
・
富
岡
】

２
０
１
４
年
の
年
始
会
が
１
月

７
日
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

関
連
も
含
め
て
今
ま
で
に
な
い
過

去
最
高
の
業
績
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

更
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
企
業
“
イ
タ

ウ
テ
ッ
ク
”
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
事
業
を
買

収
し
、
世
界
第
４
位
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
会

社
に
。
５
年
後
に
は
世
界
第
２
位

を
目
指
す
」
と
、
中
野
工
場
長
が

ブ
ラ
ジ
ル
の
新
会
社
の
社
長
に
就

任
し
、
富
岡
工
場
の
工
場
長
と
兼

務
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
年
始
の
話
を
聞
く
場
に
、

一
緒
に
働
い
て
い
る
派
遣
社
員
の

姿
は
見
え
ま
せ
ん
。
一
年
の
ス
タ
ー

ト
、
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
行
く
た
め
に
も
と
て
も
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

《
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
新
会
社
》

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ブ
ラ
ジ
ル
Ｓ
．
Ａ
．

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
資
本
金
約
９
０

億
円
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
７
０
％
）
従
業
員

数

約
４
０
０
０
人
。

全
友
会
の
清
算
金
で

社
員
食
堂
で
昼
食
会

【

埼
玉
・
本
庄
】

経
費
削
減
策
で
、
生
協
、
共
済

会
、
社
宅
な
ど
福
利
厚
生
部
門
の

縮
小
・
廃
止
が
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

正
社
員
が
一
人
当
た
り
月
額
１

０
０
円
を
だ
し
、
そ
れ
に
会
社
が

補
助
金
２
０
０
円
を
拠
出
し
て
、

社
員
の
文
化
体
育
活
動
の
親
睦
を

推
進
し
て
い
た
全
友
会
（
ぜ
ん
ゆ

う
か
い
）
も
解
散
と
決
ま
り
、
昨

年
か
ら
全
友
会
の
残
資
産
約
８
８

３
０
万
円
の
清
算
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

本
庄
地
区
で
は
昨
年
１
２
月
か

ら
職
場
ご
と
、
食
堂
で
の
食
事
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

正
社
員
だ
け
で
は
な
く
契
約
社
員

や
派
遣
社
員
の
人
も
一
緒
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

関
連
会
社
に
つ
い
て
も
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
沖
の

社
員
だ
っ
た
人
も
多
く
、
生
産
構

造
の
改
革
・
分
社
化
な
ど
で
、
や

む
を
得
ず
転
籍
し
た
人
た
ち
も
い

ま
す
。
「
食
事
は
い
い
か
ら
お
金

で
ほ
し
い
ね
」
と
い
う
意
見
も
聞

き
ま
し
た
。
組
合
も
な
い
関
連
会

社
で
働
く
人
た
ち
に
、
沖
の
労
働

組
合
は
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
な

ど
に
も
っ
と
協
同
し
て
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
産
業

リ
ス
ト
ラ

２
０
万
人
超

１
１
年
か
ら
１
４
年
１
月
ま
で

に
電
機
関
連
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
・

首
切
り
は
、
工
場
閉
鎖
・
縮
小
・

再
編
が
相
次
ぎ
２
０
万
人
を
超
え

て
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
即
時
解
雇
＝

「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
」
、
ル
ネ

サ
ス
の
管
理
職
１
２
９
８
人
を
降

格
さ
せ
て
の
退
職
強
要
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
「
追
い
出
し
部
屋
」
・
・
・
な

ど
利
益
優
先
・
人
権
無
視
の
攻
撃

が
続
い
て
い
ま
す
。

半
導
体
・
ル
ネ
サ
ス
で
は
既
に

２
０
１
３
年
に
約
３
０
０
０
人
の

削
減
を
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

５
４
０
０
人
の
削
減
を
提
案
。

組
織
強
化
な
ど
反
撃
の
た
め
の

闘
い
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

２０１２年比 賃金上昇率０％では
２０１６年には３０万円減少

沖
電
気
を
考
え
る

《

第
７
２
回

》

本
体
正
社
員

平
均
年
間
給
与

残
業
手
当
増
で
０
７
年
並
み

家
計

ズ
シ
リ
と
重
い
負
担
増

２
％
賃
上
げ
で

や
っ
と
現
状
維
持

安
倍
政
権
の
２
０
１
４
年

度
の
予
算
は
企
業
向
け
減
税

な
ど
が
並
び
企
業
優
遇
に
偏

重
し
て
い
る
。

労
働
者
・
国
民
に
は
４
月

か
ら
の
消
費
税
の
他
に
も
厚

生
年
金
保
険
料
な
ど
「
負
担

増
」
目
白
押
し
だ
。

下
図
は
年
収
５
０
０
万
円

片
働
き
４
人
世
帯
（
子
２
人
）

の
例
。
賃
金
・
物
価
変
動
を

考
慮
し
た
試
算
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
賃
金
上
昇
が

ゼ
ロ
と
す
る
と
１
２
年
と
比

べ
て
約
３
０
万
円
減
少
す
る
。

日
本
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
賃
上
げ
が
社
会

的
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
と
、
１
３
年
３

月
期
（
１
２
年
度
）
沖
電
気
本
体
（
従
業
員

数
３
，
６
７
８
人

平
均
年
齢
４
２
・
１
歳

平
均
勤
続
１
９
・
５
年
）
）
の
平
均
年
間

給
与
は
７
０
３
万
８
９
３
５
円
と
な
っ
て
い

る
（
一
時
金
や
手
当
な
ど
す
べ
て
含
む
）
。

人
員
削
減
に
よ
る
残
業
時
間
の
増
加
な
ど
を

考
慮
す
れ
ば
、
０
７
年
レ
ベ
ル
だ
。

沖
グ
ル
ー
プ
関
連
企
業
間
の
格
差
は

拡
大
。
更
に
、
製
造
現
場
で
は
正
社
員

か
ら
非
正
規
社
員
へ
の
置
き
換
え
が
進

み
、
年
収
３
０
０
万
円
程
度
の
非
正
規

社
員
が
急
増
し
て
い
る
。

温
暖
化
対
策日

本
は
落
第

ド
イ
ツ
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン

ク
（
ジ
ャ
ー
マ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
）

が
世
界
の
主
要
５
８
カ
国
・
地

域
の
温
暖
化
対
策
の
順
位
を
ま

と
め
た
。
日
本
の
順
位
は
前
年

の
４
４
位
か
ら
１
３
年
は
５
０

位
に
後
退
し
た
。
ト
ッ
プ
は
デ

ン
マ
ー
ク
、
イ
ン
ド
３
０
位
、

米
国
４
３
位
、
中
国
４
６
位
。

女
性
の
地
位
向
上

ま
た
後
退
の
１
０
５
位

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
毎
年
発
表
し
て
い
る
男
女
平

等
評
価
で
日
本
の
順
位
は
１
３

６
カ
国
中
１
０
５
位
。
上
場
企

業
役
員
や
国
政
に
「
女
性
起
用
」

が
少
な
い
こ
と
や
男
性
の
育
児

参
加
が
少
な
い
事
な
ど
が
原
因
。

年収５００万円・片働き４人世帯の実質可処分所得

政府予算

（出所）大和総研試算 年収５００万の例

賃上げ率と可処分所得の相関

話
題
の
広
場

６年間ベースアップなしで７０４万円の怪

◆

持
論

抗
論

◆

＝
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
調
査
＝

８
２
％
の
事
業
所
で

法
令
違
反

厚
生
労
働
省
が
１
３
年
９
月

に
５
１
１
１
社
の
事
業
所
を
立

ち
入
り
調
査
。
労
働
時
間
や
賃

金
不
払
い
残
業
な
ど
の
法
令
違

反
事
業
所
数
（
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
）

は
４
１
８
９
事
業
所
に
達
し
て

い
た
。

日
本
は
労
働
基
準
監
督
官
が

雇
用
者
１
万
人
あ
た
り
０
・
５

３
人
と
ド
イ
ツ
の
３
割
程
度
で

指
導
・
監
督
が
弱
く
企
業
の
横

暴
を
許
し
て
い
る
事
も
露
呈
。


